
下水道部

シート番号 所属
H28決算

事業費（千円）
今後の事務事業の方向性

1 下水道管理課 140 継続

2 下水道管理課 73,058 継続

3 下水道管理課 2,834 継続

4 下水道管理課 19,219 継続

5 下水道管理課 8,822 継続

6 下水道管理課 235,178 継続

7 下水道施設課 340,092 継続

8 下水道施設課 349,299 継続

9 下水道管理課 149,537 継続

10 下水道管理課 368,413 継続

11 下水道管理課 627,913 課題付継続

12 下水道施設課 800,763 課題付継続

13 下水道施設課 681,945 課題付継続

14 下水道管理課 1,644,722 継続

事務事業評価（平成28年度決算）　事業一覧

部、室等

事務事業名

治水等河川関係事業

西三荘ポンプ場維持管理事業

淀川左岸用水管理費維持管理事業

水路維持管理事業

浸水対策ポンプ場維持管理事業

管渠維持管理事業

ポンプ場維持管理事業

処理場維持管理事業

下水道使用料収納関係等一般事務事業

流域下水道維持管理事業

管渠整備事業

ポンプ場整備事業

処理場整備事業

企業債償還事業



平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務事業名 治水等河川関係事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

                 140                140 

 ・負担金、補助及び交付金
　負担金　140

説明

　本市を流れる河川については、本市を含む関係市で構成された団体により、水害・土
砂災害の防止及び被害の軽減を図っている。各団体において河川環境、治水環境の
悪化に対し適切な対策等を推進するため、国等への要望活動を通じ、広域にわたる総
合的な施策を推進するもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
潤いのある快適な生活空間づくり

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後もより良い河川・治水環境を目指し要望等を継続する。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・負担金、補助及び交付金
　負担金
　　［大阪府河川協会負担金：49千円］
　　［淀川左岸治水促進期成同盟：45千円］
　　［東部大阪治水対策促進協議会：22千円］
　　［寝屋川流域協議会：24千円］

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系

1



平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 一般会計

事務事業名 西三荘ポンプ場維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

             73,058            73,058 

 ・負担金、補助及び交付金
　負担金　73,058

説明

　市内を浸水させないため西三荘都市下水路に排除された雨水等を寝屋川に排水す
るポンプ場の適切な維持管理を関係市（大阪市、門真市及び守口市）の負担により行
うもの。

※西三荘都市下水路：淀川南側の守口市淀江町から大阪市鶴見区横堤1丁目の寝屋
川に接続する水路　約6.5㎞

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・負担金、補助及び交付金
　負担金
　　［西三荘抽水所維持管理負担金：73,058千円］

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 一般会計

事務事業名 淀川左岸用水管理費維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

               3,144              2,834 

 ・負担金、補助及び交付金
　負担金　2,834

説明

　農業等に使用する幹線水路は、複数市にまたがり流れており、その幹線水路の維持
管理については寝屋川市を中心とした関係４市において行っているため、必要な費用
の負担を寝屋川市に対して行うもの。

※関係４市：寝屋川市・守口市・枚方市･門真市

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・負担金、補助及び交付金
　負担金
　　［淀川左岸用水管理施設維持管理負担金：2,834,千円］

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 一般会計

事務事業名 水路維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

             21,024            19,219 

 ・需用費
　光熱水費　421
　修繕料　119
・委託料
　委託料　10,103
・工事請負費
　補修工事請負費　5,311
・原材料費
　諸材料費　394
・負担金、補助及び交付金
 負担金　2,871

説明

　複数市にまたがり流れている幹線水路は、淀川左岸用水管理費維持管理事業にて
維持管理を行っているが、幹線水路から枝分かれし各市を流れている水路については
各市で維持管理を行い、他市とで隣接する水路の管理は協定を交わし維持管理の負
担割合を取り決めている。この水路は農業用水の供給施設としての役割と遊水池とし
ての機能を併せ持つ施設であり、保水、遊水機能の確保、生活の衛生環境向上を図る
ため、適正な維持管理を行おうとするもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 老朽化する施設も含め、今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
　委託料
　　［水路草刈等業務委託　9,612千円］
　　［ポンプ施設点検業務委託　171千円］
　　［水路泥上業務委託　320千円］
・工事請負費
　補修工事請負費
　　［幹線水路補修工事　3,199千円］
　　［水路スクリーン補修工事　1,199千円］
　　［水路土留補修工事　913千円］
・負担金、補助及び交付金
 　負担金
    ［守口第１・古川水路負担金　1,754千円］
　　水路維持管理負担金（寝屋川市）
　　［門真第１４水路負担金　730千円］
　　水路維持管理負担金（門真市）
　　［大阪市第１水路　387千円］
　　水路維持管理負担金（大阪市）

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 一般会計

事務事業名 浸水対策ポンプ場維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

             10,774              8,822 

 ・需用費
　光熱水費　2,774
　修繕料　65
・委託料
　委託料　1,674
・工事請負費
　改良工事請負費　4,309

説明

　近年のゲリラ豪雨に対応するため、下水道管渠が対応している降雨量(1時間あたり
54.4mm）以上の雨水により発生する浸水被害等から市民や市民の財産を守るため、浸
水被害が起きやすい地域の雨水を水路等に排水する浸水対策用ポンプの適切な維持
管理等を行い、浸水被害軽減の実現を目指すもの。
※浸水対策用ポンプ
　マンホール内に設置されており、雨水が管渠から溢れ浸水することを防ぐために、ある
程度の水位に達すると水路等へ排水するマンホールポンプをいう。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 施設の適正な維持管理に努め、引き続き浸水被害の軽減を図る。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

　浸水対策用ポンプの老朽化による運転不能、揚水能力の低下等を未然に防ぎ、大雨
時には的確な運転を図る。
・需用費
　光熱水費
　　［ポンプ電気代　2,774千円］
　修繕料
　　［佐太第5ポンプ場　Vベルト取替修繕　65千円］
・委託料
　委託料
　　［ポンプ施設点検業務委託　1,384千円］
　　［大久保ポンプ場　水中ポンプ点検整備　187千円］
　　［古川第7ポンプ場　水中ポンプ点検整備　104千円］
・工事請負費
　改良工事請負費
　　［浸水対策ポンプ更新工事　4,309千円］

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 下水道事業会計

事務事業名 管渠維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            278,561          235,178 

 ・人件費　110,474
・備消耗品費　682
・被服費　29
・燃料費　344
・印刷製本費　214
・光熱水費　151
・修繕費　115
・使用料　1,390
・委託料　71,887
・工事請負費　47,473
・材料費　2,419

説明

　衛生的な生活及び水害防除機能の確保を目指すため、下水道管渠の清掃、補修工
事や、下水道法に基づいた特定施設からの排水の指導など適切な維持管理を行うも
の。

※下水道の普及率：約100％（H10年に達している）
　　　　　　　　　　　　　全国平均はH28年末で77.8％

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・使用料
　［気象情報提供業務等　1,390千円］
・委託料
　［下水道管渠浚渫業務委託等　44,504千円］
　［下水道管渠清掃業務委託　15,660千円］
　［下水道管渠調査業務委託　3,157千円］
　［市民受付浚渫業務委託　2,423千円］
　［水質分析業務委託　2,930千円］
など
・工事請負費
　［下水道管渠維持補修工事　46,970千円］

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道施設課

会計 下水道事業会計

事務事業名 ポンプ場維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            376,544          340,092 

 ・人件費　32,690
・消耗品費　179
・薬品費　65
・燃料費　13
・光熱水費　7,870
・修繕費　184
・通信運搬費　1353
・手数料　52
・使用料　43
・委託料　204,417
・工事請負費　35,246
・材料費　671
・動力費　57,309

説明

　本市は、傾斜千分の一程度の平坦な地形のため雨水の自然排水が困難であり、汚水
とともに処理場へ送水するためにはポンプによる揚水（圧送）が必要である。そのため、
大枝ポンプ場（昭和43年供用開始）、八雲ポンプ場（昭和44年供用開始）、梶ポンプ場
（昭和51年供用開始）の3ポンプ場を設置して、雨水及び汚水を排水している。
　この３箇所のポンプ場について、排水能力を確保した上で適切な維持管理を行い、市
民の衛生的な生活及び水害防除機能の確保を目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
　［大枝ポンプ場運転操作等業務委託　65,340千円］
　［八雲ポンプ場運転操作等業務委託　57,834千円］
　［梶ポンプ場運転操作等業務委託　58,748千円］
など
・工事請負費
　［大枝第２ポンプ場雨水細目除塵機１号レーキほか補修工事　15,401千円］
　［梶ポンプ場ほか沈砂池設備補修工事　6,045千円］
　［ポンプ場計装設備補修工事　3,888千円］
など
・動力費
　［燃料費　1,396千円］
　［電気料金　55,913千円］

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道施設課

会計 下水道事業会計

事務事業名 処理場維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            385,766          349,299 

 ・人件費　24,894
・消耗品費　576
・被服費　98
・薬品費　3,679
・燃料費　139
・光熱水費　4,830
・修繕費　181
・通信運搬費　880
・手数料　29
・使用料　15
・賃借料　126
・委託料　229,018
・工事請負費　28,161
・材料費　170
・動力費　56,503

説明

　本市の下水道事業は、西三荘都市下水路を境に、単独公共下水道である守口処理区
（昭和27年度事業認可）と寝屋川流域関連公共下水道である鴻池処理区（昭和43年度
事業認可）に分かれており、守口市下水終末処理場では守口処理区の汚水を処理して
いる。また、汚水処理に伴って発生する下水汚泥については効率化を図るため流域下
水道へ処理委託を実施している。当該守口市下水終末処理場の適切な維持管理及び
運転を行い、市民の衛生的な生活環境を維持し、公共用水域の水質保全に寄与するも
の。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
　［下水汚泥処理委託　113,376千円］
　　寝屋川北部流域下水汚泥処理事業
　［運転操作等業務委託　99,814千円］
　［水質分析業務委託　3,466千円］
など
・工事請負費
　［守口処理場修景公園外周フェンス補修工事　5,510千円］
　［守口処理場計装設備補修工事　3,888千円］
　［守口処理場無停電電源装置補修工事　2,646千円］
など
・動力費
　［燃料費　159,000］
　［電気料金　56,344千円］

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 下水道事業会計

事務事業名 下水道使用料収納関係等一般事務事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            163,578          149,537 

 ・人件費　67,048
・備消耗品費　182
・印刷製本費　89
・修繕費　872
・通信運搬費　559
・保険料　1,097
・委託料　75,347
・負担金　614
・交付金　420
・研修費　247
・公租公課費　101
・その他　2,961

説明
下水道事業の財源となる下水道使用料の収納事務、下水道事業の経営に関する事務
を行い、安定的な下水道事業の経営の実現を目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 引き続き適切な収納に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
　［下水道徴収委託　72,900千円］
　［企業会計システム保守　2,447千円］
・負担金
　［日本下水道協会会費・汚染負荷量賦課金　614千円］
・研修費
　［酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習］
　［危険物取扱者保安講習］

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 下水道事業会計

事務事業名 流域下水道維持管理事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            377,565          368,413 

 ・流域下水道維持管理負担金　368,413

説明

　流域下水道は、広域的に河川等公共用水域の水質保全及び浸水防除を目的とし
て、本市を含む９市の汚水を処理している。守口市は処理区域が、鴻池処理区と守口
処理区の2つに分かれており、鴻池処理区の排水は流域下水道の処理場へ送られ処
理されている。この流域下水道を大阪府及び構成市（大阪市、門真市、寝屋川市、大
東市、枚方市、東大阪市、四條畷市、交野市及び守口市）により適切な維持管理を行
い、市民の衛生的な生活環境の維持を図るもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後も適正な維持管理に努める。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・流域下水道維持管理負担金
　［流域下水道維持管理負担金：264,085千円］
　［流域下水道汚泥処理負担金：104,328千円］

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 下水道事業会計

事務事業名 管渠整備事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            726,747          627,913 

 ・人件費　42,522
・備消耗品費　304
・被服費　64
・燃料費　35
・印刷製本費　19
・使用料　111
・賃借料　683
・委託料　49,226
・工事請負費　534,949

説明

　本市においては、市民の衛生的な生活環境の維持、浸水の防除のため昭和26年か
ら下水道管渠の布設に取り組んでいる。しかしながら年数を経て老朽化した管渠が増
加していることから、計画的な更新によって機能を維持するとともに、今後発生する大
災害等に対応する能力の確保を目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続 耐用年数を勘案した適切な更新を行えるよう、ストックマネジメントを行う。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・賃借料
　［土木工事積算システムの賃貸借　683千円］
・委託料
　［下水道事業計画変更業務委託　14,040千円］
　［老朽管調査業務委託　13,284千円］
　［下水道地震対策実施設計業務委託　8,748,千円］
など
・工事請負費
　［下水道改築工事　272,428千円］
　［松下菊水放流幹線立坑築造工事　138,000千円］
　［下水道管渠耐震化工事　115,686千円］
など

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道施設課

会計 下水道事業会計

事務事業名 ポンプ場整備事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            873,258          800,763 

 ・人件費　37,419
・委託料　3,467
・工事請負費　759,877

説明

　本市は、傾斜千分の一程度の平坦な地形のため雨水の自然排水が困難であり、汚
水についても処理場へ送水するためにはポンプによる揚水（圧送）が必要であるため、
大枝ポンプ場（昭和43年供用開始）、八雲ポンプ場（昭和44年供用開始）、梶ポンプ場
（昭和51年供用開始）、寺方ポンプ場（昭和41年供用開始）の4ポンプ場を設置して、雨
水及び汚水を排水している。
　汚水を適切に処理することで市民の衛生的な生活環境を整え、また、大雨による雨
水の速やかな排除により安全・安心な暮しを支えるため、ポンプ場の適正な維持管理
及び運転を行う。各施設は老朽化が進み、維持管理の段階から改築の段階を迎えて
いることから、計画的な更新によって機能を維持するとともに、今後発生する大災害等
に対応する能力の確保を目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

耐用年数を勘案した適切な更新が行えるよう、ストックマネジメントを行う。また、八雲ポンプ場に
ついては、PFI等による改築更新を早期に検討する。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
［梶ポンプ場ポンプ棟内装改修設計業務委託　3467千円］

・工事請負費
　［大枝ポンプ場耐震補強工事（その１）　460,260千円］
　［大枝第１ポンプ場雨水ポンプ５号設備工事　168,372千円］
　［梶ポンプ場沈砂池耐震補強工事　71,240千円］
など

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道施設課

会計 下水道事業会計

事務事業名 処理場整備事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

            696,372          681,945 

 ・人件費  31,364
・委託料  14,796
・工事請負費   635,785

説明

　本市の下水道事業は西三荘雨水幹線を境に、単独公共下水道である守口処理区
（昭和27年度事業認可）と寝屋川流域関連公共下水道である鴻池処理区（昭和43年
度事業認可）に分かれており、守口市下水終末処理場では守口処理区の汚水を処理
している。
　汚水処理に伴って発生する下水汚泥については効率化を図るため流域下水道へ処
理委託を実施している。
　市民の衛生的な生活環境を維持し、公共用水域の水質保全に寄与するため、処理
場の適正な維持管理及び運転を行う。処理施設の老朽化が進み、維持管理の段階か
ら改築の段階を迎えていることから、計画的な更新によって機能を維持するとともに、
今後発生する大災害に対応する能力の確保を目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

耐用年数を勘案した適切な更新が行えるよう、ストックマネジメントを行う。また、単独処理場の
あり方について、広域化等も含め検討する。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・委託料
　［守口市下水道施設長寿命化（ストックマネジメント）計画策定業務　14,796千円］
・工事請負費
　［守口処理場送風機設備工事（機械）　560,000千円］
　［守口処理場送風機設備工事（電気）　68,000千円］
　［守口処理場B系電気室空調機ほか設置工事　5,938千円］
など

など

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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平成28年度決算　事務事業評価書

所属 下水道部下水道管理課

会計 下水道事業会計

事務事業名 企業債償還事業

平成28年度 事業費の内訳
予算 決算 平成28年度　決算

         1,659,826        1,644,722 

 ・企業債償還元金　1,320,245
・企業債利息　324,477

説明
下水道施設の建設に伴い、金融機関等から借入れている起債について償還事務を行
う。
長期の返済を見据え、計画的に借入を行うことを目指すもの。

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）
安全・安心な暮らしを支える生活環境の整備

今後の
事務事業の

方向性
継続

中長期的な経営状況を考慮して、減価償却費とのバランスを留意した借り入れ方法を検討する
など、引き続き、持続可能な経営に取り組む。

事業費
（単位：千円）

概　

要

実施内容等

事業費詳細

・企業債償還元金　1,320,245千円

・企業債利息　324,477千円

「第五次守口
市総合基本計
画」における

施策体系
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